
県
内
の
小
・
中
学
校
で

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
数

は
、
昨
年
度
２
０
７
３
人

と
な
り
、
過
去
最
多
を
更

新
し
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
は
、
学

校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
や
、
市
町

村
教
委
へ
の
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
進
め
る
な
ど
、
教
育

相
談
体
制
に
係
る
支
援
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

「
無
気
力
、
不
安
」

県
教
育
委
員
会
の
コ
メ

ン
ト
で
は
、

「
本
県
の
小
中
学
校
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、、

令
和
３
年
度
よ
り
増
加
し

全
国
と
同
様
の
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
要
因
と
し
て

は
「
無
気
力
、
不
安
」
が。

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感

染
へ
の
懸
念
や
、
本
人
、

家
族
の
体
調
不
良
等
に
よ

る
出
席
停
止
等
を
き
っ
か

け
に
し
た
欠
席
や
、
学
校

や
保
護
者
が
積
極
的
に
登

校
を
促
せ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
欠
席
が
増
え
た
こ

と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

。
学
習
面
で
の
遅
れ

中
学
校
で
不
登
校
が
大

き
く
増
加
す
る
の
は
、
原

因
は
主
に
中
学
校
で
の
学

校
生
活
で
「
不
安
な
ど
の

、

情
緒
的
混
乱
」
や
「
無
気

力
」
な
ど
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。

高
校
受
験
な
ど
の
進
路

選
び
で
、
学
習
面
で
の
遅

れ
・
困
難
さ
が
、
不
登
校

に
結
び
つ
き
や
す
く
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「

歳
の
壁
」

10小
学
校
で
は
「
９
歳
、

、

歳
の
壁
「
小
４
、
小
５

」

10の
峠
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
頃
は
、
思
春
期

「

」
、

前
の
第
二
次
性
徴
で

心
身
両
面
の
大
き
な
揺
ら

ぎ
が
あ
り
、
自
己
意
識
が

芽
生
え
、
自
尊
心
も
高
ま

り
ま
す
。

考
え
る
力
も
、
具
体
か

ら
抽
象
へ
、
論
理
的
思
考

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
未

来
と
現
在
を
結
び
つ
け
て

時
間
軸
で
考
え
る
な
ど
、

急
成
長
し
ま
す
。

放
っ
て
お
く
だ
け
で
は、

育
ち
に
く
い
こ
の
年
頃
に

「
社
会
性
」
を
育
て
ら
れ

る
か
が
、
カ
ギ
に
な
り
ま

す
。

※
参
考
・
渡
辺
弥
生
『
子

ど
も
の
「

歳
の
壁
」
と

10

は
何
か
？
』
光
文
社
新
書

※
「
不
登
校
」
の
定
義

日
以
上
欠
席
し
た
児

30
童
生
徒
の
う
ち
、
何
ら
か

の
心
理
的
、
情
緒
的
、
身

体
的
、
あ
る
い
は
社
会
的

要
因
・
背
景
に
よ
り
、
児

童
生
徒
が
登
校
し
な
い
、

あ
る
い
は
し
た
く
と
も
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
者
。

た
だ
し

病
気
や
経

（

、「

」
「

済
的
理
由
「
新
型
コ
ロ
ナ

」

ウ
イ
ル
ス
感
染
回
避
」
に

よ
る
者
を
除
く
）
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（月２００円程度）
11月 31人 38,400円
10月 33人 14,720円

ふ
る
さ
と
賛
歌

13

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

下
町
の
道
標
（
鶴
岡
市
史
跡
・
建
造
年
・
慶
応
３

年
（
１
８
６
７

）
）

松
嶺
街
道

藤
島
下
町
の
元
五
十
嵐

印
刷
所
前
に
「
向
鶴
岡
、

、

右
清
川
、
左
松
山
」
の
追

分
石
が
あ
る
。

庄
内
藩
主
が
、
鶴
岡
か

ら
江
戸
に
上
洛
（
地
方
か

ら
都
へ
の
ぼ
る
）
す
る
際

に
こ
こ
を
通
り
、
清
川
で

最
上
川
を
遡
上
し
た
主
要

道
路
で
あ
る
。
左
は
松
山

藩
主
が
庄
内
藩
に
参
勤
す

る
松
嶺
街
道
で
あ
る
。

松
山
藩
は
、
庄
内
藩
３

代
藩
主
酒
井
忠
勝
が
正
保

４
年
（
１
６
４
７
）
に
没

し
、
忠
勝
の
３
男
忠
恒
に

た
だ
つ
ね

２
万
石
が
分
与
。
忠
恒
の

２
万
石
は
、
左
沢
領
１
万

あ
て
ら
ざ
わ

２
千
石
と
飽
海
・
田
川
郡

の
８
千
石
か
ら
な
り
、
寛

（

）
、

文
元
年
１
６
６
１
に

忠
恒
の
藩
主
屋
敷
を
松
山

に
設
置
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
本
藩
か
ら
家
中
、

足
軽
３
３
９
人
を
引
き
連。

れ
て
初
代
藩
主
と
な
っ
た

松
山
の
地
名
は
当
初
、

中
山
と
言
い
、
寛
文
４
年

（
１
６
６
４
）
に
松
山
に

改
名
し
、
中
山
藩
か
ら
松

山
藩
と
な
っ
た
。

左
沢
領
１
万
２
千
石
は

松
山
藩
の
領
地
で
あ
り
、

松
山
藩
の
支
配
は
明
治
４

年
（
１
８
７
１
）
の
廃
藩

置
県
ま
で
続
い
た
。

松
山
藩
主
忠
恒
の
参
勤

の
際
は
、
八
色
木
の
飯
鉢。

忠
左
衛
門
宅
で
休
憩
し
た

「
御
休
処
」
の
立
札
が
残

っ
て
い
る
。

飯
鉢
家
の
姓
は
、
松
山

藩
か
ら
下
賜
さ
れ
た
、
全

国
で
一
つ
し
か
な
い
苗
字

で
あ
る
。

市
内
の
不
登
校
１
９
１
人
、

人
増
加

34

鶴
岡
市
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
令
和
４
年
度
、
小
学

校
で

人
増
の

人
、
中
学
校
で

人
増
の
１
４
０
人
で
、

13

51

21

あ
わ
せ
て
１
９
１
人
で
し
た
。

千
人
あ
た
り
の
人
数
で
は
、
全
国
や
県
と
比
較
し
、
小
学

校
で
も
中
学
校
で
も
低
い
数
値
で
す
。

小中学校種別の不登校児童生徒数の推移 （単位：人）

年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 増減R4年度

小 

学 
校

鶴岡市
不登校児童数 16 26 30 38 1351
1,000人あたり 2.6 4.4 5.2 6.8 2.49.2

山形県
不登校児童数 249 278 344 428 257685

1,000人あたり 4.7 5.3 6.7 8.6 5.414.0

全国
不登校児童数 44,841 53,350 63,350 81,498 23,614105,112

1,000人あたり 7.0 8.3 10.0 13.0 4.017.0

中 

学 
校

鶴岡市
不登校児童数 76 97 98 119 21140
1,000人あたり 23.6 30.2 30.8 38.0 8.546.5

山形県
不登校生徒数 861 875 882 1,126 2621,388

1,000人あたり 30.1 31.2 31.9 41.1 10.851.9

全国
不登校生徒数 119,687 127,922 132,777 163,442 30,494193,936

1,000人あたり 36.5 39.4 40.9 50.0 9.859.8

資料：山形県教育局『令和４年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課
題に関する調査」結果について』（令和５年10月５日）に、鶴岡市教育委員会学校教

育課からの聴き取りを加えた。



Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
米
穀

課
に
よ
る
と
、
令
和
５
年

産
米
の
検
査
結
果
が
最
終

段
階
に
近
づ
き
、

月
11

18

日
現
在
で
、
１
等
米
比
率

が

・
５
％
と
、
過
去
最

20
低
の
見
込
み
と
な
り
ま
し

た
。か

つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
数
値
で
す
。

品
種
別
で
は
、
雪
若
丸

が
最
も
高
く

・
２
％
、

86

次
い
で
ひ
と
め
ぼ
れ
が
38

・
７
％
で
す
。

最
も
低
か
っ
た
の
は
、

新
潟
県
同
様
に
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
０
・
６
％
、
主
力
品

種
の
は
え
ぬ
き
は
８
・
９

％
で
、
つ
や
姫
は
そ
れ
よ。

り
低
く
６
・
３
％
で
し
た

支
所
別
で
は
、
温
海
が

・
４
％
で
最
も
高
く
、

55次
い
で
朝
日

・
８
％
、

49

藤
島

・
７
％
。
最
も
低

21

か
っ
た
の
は
立
川
の

・
13

７
％
で
し
た
。

令
和
５
年
産
米
は
、
夏

季
の
記
録
的
な
高
温
に
よ

り
、
白
米
未
熟
粒
が
多
発

し
、
高
温
耐
性
の
弱
い
品

種
が
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。

れ
が
４
回
も
ダ
。

▲
督
促
状
は
納
期
ご
と
に

出
る
ん
だ
か
ら
、
４
回
も

差
し
押
さ
え
ら
れ
る
ま
で

に
何
枚
貰
っ
た
ん
だ
、
督

促
状
を
。
税
理
士
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
が
、
国
会

で
の
真
面
目
な
答
弁
が
こ

れ
な
ん
だ
か
ら
困
る
。
こ

ん
な
答
弁
し
か
出
来
な
い

者
を
選
ん
だ
人
達
は
、
泣

い
て
い
る
か
も
ヨ
。

▲
忙
し
く
て
も
納
税
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
と
、
口
座

振
替
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
税
理
士
資
格
が
無

く
っ
て
も
そ
ん
な
こ
と
に

は
気
づ
く
で
し
ょ
。
誰
に

頭
を
下
げ
た
の
か
、
彼
は

も
う
居
な
く
な
っ
た
ナ
。

▲
新
た
に
一
人
、
こ
れ
は

セ
ク
ハ
ラ
か
。
さ
ら
に
統

一
教
会
か
ら
当
選
さ
せ
て

も
ら
っ
た
議
員
も
居
た
？。

ド
ミ
ノ
は
止
ま
ら
な
い
ヨ

国
会
は
補
正
予
算
ど
こ
ろ

で
は
な
い
で
し
ょ
。
こ
ど

も
担
当
大
臣
は
、
一
昨
年

の
領
収
書
を
取
り
換
え
た

と
の
報
道
。
そ
の
事
自
体

（

）

罪
じ
ゃ
な
い
の
？
石
川

、

と
石
柱
石
は
違
う
よ
う
で

後
日
の
設
置
と
も
考
え
ら

れ
る
。
専
門
家
の
判
断
が

必
要
で
あ
る
。

石
碑
を
入
れ
た
全
体
の

高
さ
は
４
・
５
ｍ
ほ
ど
に

な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
全
体

的
に
正
確
な
測
量
図
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
堂
々
た
る

由
縁
は
、
篆
額
は
行
幸
長

官
・
太
政
官
左
大
臣
有
栖

川
宮
。
撰
文
は
副
長
官
重

野
安
釋
、
書
は
長
炗
な
ど。

太
政
官
官
吏
で
あ
る
こ
と

さ
ら
に
は
東
田
川
郡
に
対

し
特
別
の
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
⑦

に
１
９
２
３
（
大
正

）
12

年
建
立
の
酒
田
行
在
所
跡。

記
念
塔(

)

が
あ
る

左
写
真

戦
時
中
、
金
属
製
塔
は

撤
収
さ
れ
、
今
は
石
の
台

座
の
み
で
あ
る
。

ま
た
鶴
岡
公
園
内
に
土

盛
り
し
た
丘
の
上
に
行
在

所
跡
碑
が
あ
る
。
鶴
岡
・

酒
田
と
当
記
念
碑
は
全
国

で
も
特
殊
な
も
の
で
あ
ろ

う
。さ

て
当
記
念
碑
は
、
基

壇
の
広
さ
が
ほ
ぼ
４
ｍ
四

、

、

方
周
り
を
石
組
で
締
め

同
時
に
石
柱
を
金
具
で
繋

ぎ
、
堂
々
た
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
基
壇
の
石

弱
、
１
８
８
５(

明
治

)18

年
４
月
、
全
国
で
も
も
っ

と
も
早
い
時
期
に
入
る
。

規
模
は
、
日
頃
見
か
け

る
も
の
、
例
え
ば
三
川
町

右
端

押
切
新
田
加
藤
家
（

）
と
違
い
、
名
称
も

写
真

『
駐
鑾
之
碑
』
と
一
般
に

は
馴
染
み
の
な
い
も
の
で

あ
る
。

ま
た
山
銀
酒
田
支
店
隣

止
ま
ら
な
い
ド
ミ
ノ

ナ
ン
テ
言
っ
て
い
い
が

わ
が
ら
ね
～
・
こ
げ
だ
な

が
と
居
ね
な
だ
が
や
。
早

々
と
３
人
も
首
を
す
え
か

え
た
・
と
言
う
の
が
岸
田

内
閣
だ
。
ア
ベ
以
前
は
自

民
に
も
、
少
し
は
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
高
潔
な
人
物

は
、
今
は
無
く
な
っ
て
、

全
体
的
に
質
が
下
が
っ
た

と
い
う
事
な
の
だ
ろ
ー
。

▲
せ
め
て
、
大
臣
に
は
居

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
た
い

の
だ
が
、
こ
ど
も
担
当
大

臣
は
、
告
発
も
さ
れ
て
い

る
と
か
。
そ
ん
な
だ
か
ら

内
閣
の
人
気
は
現
在
も
下

落
の
真
っ
最
中
。
こ
ん
な

時
に
将
棋
の
藤
井
八
冠
。

総
理
大
臣
賞
を
貰
っ
た
っ

て
、
喜
び
も
イ
マ
イ
チ
の

状
況
な
の
で
は
？

▲
そ
ん
な
言
い
訳
通
る
と

思
っ
て
い
る
の
か
・
と
共

産
党
の
小
池
議
員
に
迫
ら

れ
て
い
た
が
「
国
会
が
忙

、

し
く
て
督
促
状
を
見
て
い

な
い
か
ら
」
差
し
押
さ
え

に
な
っ
た
ん
だ
と
サ
。
そ

『
駐
鑾
之
碑
』
の
規

模
と
特
色

行
幸
記
念
碑
は
、
全
国

に
ほ
ぼ
３
０
０
基
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
れ
と
の
比
較

で
当
記
念
碑
の
特
色
を
簡

潔
に
み
て
み
る
。

建
立
時
期
は
、
早
い
の

で
行
幸
数
年
後
、
遅
い
も

の
は
大
正
時
代
に
な
る
。

当
記
念
碑
は
行
幸
後
４
年

１
等
米
比
率

・
５
％
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ

20

三
川
町
押
切
新
田
加
藤
家

山
銀
酒
田
支
店
隣
に
１
９
２

３
（
大
正

）
年
建
立
の
酒

12

田
行
在
所
跡
記
念
塔

JA庄内たがわ　令和５年産米主要品種別　支所別　一等米等級比率
支所 前年等級 はえぬき ひとめぼれ コシヒカリ つや姫 雪若丸 累計
温海 98.9 33.6 66.9 0.0 86.5 64.6 55.4

新余目 97.0 3.4 16.1 0.0 1.8 85.5 15.3
立川 99.7 12.8 60.9 0.0 1.1 67.9 13.7
藤島 98.2 12.5 42.6 0.0 12.2 89.6 21.7
三川 99.1 2.1 49.6 0.0 2.6 99.2 19.2
羽黒 98.0 5.9 12.3 0.0 0.9 67.0 19.4
櫛引 94.1 4.6 12.8 0.0 1.6 88.6 15.0
朝日 97.9 29.9 81.7 8.2 16.3 100.0 49.8
合計 97.8 8.9 38.7 0.6 6.3 86.2 20.5
参考 

前年産 97.8 97.1 97.2 97.2 99.2 99.7 97.8
（検査基準日：令和５年11月18日現在）


